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素朴な疑問

哲学から科学へ

宇宙はどうやって始まったのだろう？

宇宙は何でできているのだろう？

宇宙はこれからどうなるのだろう？

宇宙はどういう法則で動いている？

宇宙にどうして私たちがいるのだろう？
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宇宙という書物は数学の言葉で書かれている

ガリレオ・ガリレイ
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IPMU 2歳
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新研究棟完成！
1月18日より入居
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400㎡の交流スペース
ヨーロッパの街の広場

L’Universo é scritto in lingua matematica
ガリレオ・ガリレイ
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IPMUのアウトリーチ
•基礎科学力の底上げ

•最先端の科学を市民に伝え
る

•国に約束

•知的好奇心を満たす。知的
価値

•支持者を増やす！寄付を増
やす！
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サイエンスカフェ
英国、フランス発祥

カフェやバーで科学者・技術者と市民が科学技術について
語り合うというもの
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多摩六都科学館・IPMU 

サイエンスカフェ「宇宙」
•最先端の研究者

•宇宙のことなら、なんでも

•運営面を考えて、人数は多
く。けれどアットホーム
に！

•科学館で
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応募開始24時間で全3回満席！

問い合わせの電話が毎日

来年が心配の声が今から・・・

もっとやって！の声多数

マスコミの方もプライベートで参加

それはなぜ？？？
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まず30分基礎トーク

さて、ここで質問がある方？

先生はヘッドセット。歩き回る。

お茶・お菓子はセルフでどうぞ

本番トークは30分。質疑応答まるまる1時間。
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丁寧で熱心な指導

研究のエッセンスは
エンターテイメント

になる！
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✴ プレスリリース
✴ 地元広報誌掲載
✴ Newton、日経サイエンス
✴（公共施設・学校へ送付）
✴ IPMUメールマガジン

・地道なPR活動　←

会員約700名

事業仕分けでも大きな効果！
700名中、300名がIPMUの存続を
願う声
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•科学館との連携

•先生のキャラクターや講演ありき。依頼も。

•毎回意見を取り入れる

映像を多く
数式を使わない
笑いをちりばめて

こんな企画聞きたい
もっと質問時間を長く

年代を幅広く呼び込む
科学館でも楽しめる

2010年3月15日月曜日



無回答
2%

少し不満
3%

まぁまぁ満足
30%

大変満足
66%

満足度と期待度

2010年2月20日
宇宙の黒幕

「暗黒物質」を探せ！
by 高田昌広准教授

やや不満
2%

普通
8%

満足した
38%

大変満足した
52%
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まとめ

・とにかくPR。知ってもらう、来てもらう。
・講義と談話を半々。締めたり、緩めたり。
・雰囲気作り。参加者同士も仲良くなって。
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男

女

0 50 100 150 200

70代
16%

60代
22%

50代
19%

40代
18%

30代
12%

20代
8%

20代未満
6%

男女数の差 年齢層

定年後の男性が生涯学習として勉強
女性・若者が課題

中学生以上
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今後どうする？

•低関心層へのアプローチ

•場所、図書館など

•さらにコラボレート。
アートにもアプローチ！
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ご清聴ありがとうございました
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